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道をつなげて：　Store Share Viewがクラウドへご案内

データをクラウドに置き、そのデータを使って、共同作業を可能にすると取り組みは、これからのトレンド
です。ただ、多くの企業ではどう取り組めばよいのかお悩みのようです。そこでEPLANは、これをサポー
トするStore Share Viewを開発しました。Microsoft Azureをベースに自社開発したこのソリューションは、
EPLANのプロジェクトをクラウドに移すサービスです。同時に、将来クラウド同士を接続させる基盤にも
なります。その第一歩として、ハノーバー・メッセでは、Store Share Viewを使い、プロジェクトを表示し
て検討を加え、ワークフローに赤線で注釈を加えるような使い方をご紹介しました。これはスタート地点に
すぎません。ドイツ・モンハイムに本社を置く総合電気CADのEPLANは、お客様がさらにその先に向える
よう、クラウドへの道を一歩一歩ご案内します。データを共有管理することにより、プロジェクトに関わる
（下流工程も含めて）すべての人が、簡単にEPLANのデータを利用できるようになれば、ユーザーには大
きなメリットとなります。すべての端末、すべての場所から、またEPLANをインストールしていなくても
、データへの自在なアクセスが可能になるからです。

Store Share View Navigator.jpg：
EPLANクラウドとの統合が、バージョン2.8
より利用可能になります。設計者は、発注先企業が行うプロセスに向け、EPLAN
プラットフォームからクラウドを通じ図面プロジェクトが使えるようになります。

 Store Share
Viewという名前から、どのような機能をご用意しているか、容易に想像ができると思います。EPLAN
のプロジェクトをクラウド上に保存（Store）して、プロジェクトの全関係者がアクセス（Share
）し、いつでも閲覧（View
）ができます。インストールの必要はありません。もちろん、これまで必要だった古いViewer
のインストールも不要です。ログインしてプロジェクトを確認し、赤ペン機能を使ってコメントを書き込み
、作業の進捗を表示することが可能です。こうして簡単に、ユーザーはクラウドを利用したプロジェクト環
境での第一歩を踏み出せます。このシステムは、クラウドを共有情報ソースとして、必要なすべての
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プロジェクト情報を利用できるように設計されています。アクセス権の管理により、技術情報を不正アクセ
スから守れます。権限の割当て、お客様それぞれの部門で行っていただけます。

 これはEPLAN
プラットフォームを使用するユーザーをクラウドに導く、最初のステップであり、とても重要な一歩です。
以前は、制御盤の製造や検査などのために図面を渡す提供する場合、何ページもの図面を印刷しなければな
りませんでした。このようなワークフローをペーパーレス化できると、経費の節約になるだけでなく、品質
も大きく向上します。そのほか決定的なポイントは、協業の可能性が拡がることです。EPLAN
が提案するクラウド・コンセプトの最初のステップであるStore Share
View
を用いると、外部の協力者に権限が付与されていれば、データにアクセスできるようになります。クラウド
による協業のための基盤として利用できるうえ、複雑で手間のかかるプロジェクトの受け渡し作業はもう必
要ありません。パートナー企業もWeb
ブラウザを用いるだけで、最新のプロジェクト状況を確認できます。もう一つ実用的な利点として、最新デ
ータのみを利用でき、改定履歴はワークフローに赤ペンを入れる方法で残します。そのため、間違いの原因
が根本的に排除されます。また、パートナー企業との協力も簡単になり、ワークフローを効率的に活用でき
ます。

  

PDM/PLMへの接続はそのまま

 新しいソフトウェアを導入しようとすると、まず直面する疑問としてよくあるのが、IT
インフラとの現在の接続性はどうなるのかということです。たとえば、PDMやPLM
システムとのインターフェイスは、通常、更新して新しいソフトウェアに合わせなければなりません。
EPLANはStore Share
Viewの開発において、この問題を検討し、現在のEPLAN
プラットフォームとの接続性を変えないようにしました。設計段階で作成したEPLANプロジェクトがStore
Share Viewのソースとなることから、データ・ストレージに対する変更も不要です。

  

革新的な操作コンセプト 

ソフトウェアは機能的であることに加え、ユーザーのあらゆるニーズに応えながら快適に使えるものでなけ
ればなりません。この点にもEPLAN
はしっかりと取り組みました。タッチパッドやマウス、タッチペンなどあらゆる技術が活用でき、PC
からタッチスクリーン、さらにモバイル機器まで現在のあらゆる端末に対応しています。また、エンジニア
リング業務のグローバル化がさらに進む時代に応える柔軟性も確保できます。クラウドサービスは24
時間利用できるため、プロジェクトの全関係者が世界中のどこからでもデータにアクセス可能になるからで
す。

  

パートナー企業から初めての活用事例 

クラウド技術は、多くの関係者がプロジェクトに取り組めるように開発されています。インダストリー4.0
を志向する動きから、そうしたプロジェクトの関係者は、1
つの企業内だけではなく、非常に広く分散していることもよくあります。パートナー企業と協力してソリュ
ーションに取り組み、それぞれのソフトウェア・ソリューション間につながりを持たせれば、ユーザーのメ
リットは高まります。Festo（フエスト）社とLenze（レンツ）社では、長年にわたりEPLAN
のパートナーとして、EPLAN Data
Portal
に数多くのデータを提供いただいています。両社とも、クラウド技術の可能性を開拓する取り組みを行って
おり、Store Share ViewのREST
APIを用いて、技術的な視点から作成した初めての活用事例をハノーバー・メッセに出展しました。REST
API技術は、サードパーティ・サプライヤのアクセスを可能にし、EPLAN
で設計したエンジニアリング・データを適切に活用してさらなる処理が行えるようにします。
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Store Share
Viewに関するコンセプトは、ハノーバー・メッセ2018で初めてご紹介しました。詳細については、 EPLAN
ホームページ(www.eplanjapan.jp)をご覧ください。

 

 
Store Share View
ET.jpg：EPLANユーザーが共有する図面プロジェクトは、たとえばWeb
ブラウザを通じて製造に利用できるようになります。図面内のデバイスを選択すると、デバイスの詳細が簡
単かつ明確に表示されます。

  
Store Share View
Redling.jpg：変更を付記して、その修正を行う権限をもつEPLAN
ユーザーに転送します。修正は、リストによって示されますので、誰かの手書きの指示を解読するといった
苦労から解放されます。 

■

イープランソフトウエア＆サービス（EPLAN Software & Service）

EPLAN Software & Serviceは、世界をリードするサービス・プロバイダとして、コンピュータ支援技術（C
Ax）とともにコンフィグレーションやメカトロに向けたソリューションを開発しています。また、お客様の
エンジニアリング・プロセス最適化ついてコンサルティングも行っています。ERPやPDM、PLMシステム
に対する標準インターフェイスに加え、特殊仕様のインターフェイスによって、製品開発から発注処理、生
産を通じたデータの一貫性を保証します。EPLANはグローバルに活躍する企業として、世界の4万5千社を
超えるお客様による12万件以上のインストールをサポートしています。

1984年創立のEPLANは、Friedhelm Loh
Group（フリードヘルム・ロー・グループ）の一員です。Friedhelm Loh Groupは、全世界で18ヵ所の生産
拠点と78社の子会社を運営しています。グループ全体で1万1500名以上の従業員を擁し、2015年の売り上げ
は約22億ユーロに達しました。また2016年には、連続8回目となる「Top German
Employer（ドイツのトップ事業者）」の栄誉に輝きました。さらにFriedhelm Loh
Groupは、評価組織Deutschland TestとFocus Money誌が行った調査で「Top vocational
trainer（人材育成に優れたトップ企業）」としても認められました。

より詳しい情報につきましては、www.eplan.deおよびwww.friedhelm-loh-group.comをご覧ください。
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EPLAN Software & Services 株式会社
〒222-0033
横浜市港北区新横浜2-5-11金子第1ビル7階

- -
電話番号: 045-274-7904
ファックス: 045-274-7905
info@eplanjapan.jp
 
EPLAN Software & Service GmbH & Co. KG
An der alten Ziegelei 2
D-40789 Monheim
Tel.: +49 (0)2173 3964-0
Fax: +49 (0)2173 3964-25
info@eplan.de
www.eplan.de
Hagelschuer Birgit
電話番号: +49 2173 3964-180
Hagelschuer.B@eplan.de
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